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く弘！ ：浦町通りの家殺＞

民
家
を
た
ず
ね
て

~ 

．与す，

浦
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にと．

守
似
の
は
じ
め

一応
屋
慰
か
ら
山内
・
り
川
け
ん
ど
泊
町
の
人
疋
ち
は

こ
の
裏
通
り
に
も
、
つ
い
の
す
み
か
を
求
め
て
家

を
建
て
だ
の

み
ん
芯
寵
災
民
だ
つ
だ
人
々
は

雨
露
を
凌
ぐ
た
め
の
住
ま
い
を
作
る
の
に

精
い
っ
ぱ
い
だ
つ
だ
。

ど
れ
も
み
ん
怠
、
板
屋
慢
に
石
を
の
せ
疋

さ
さ
や
か
怠
、
低
い
切
妻
造
り
の
家
だ
つ
だ
。

茅
葺
き
の
家
も
建
て
ら
れ
疋
。

一
人
の
大
工
ガ
建
て
だ
よ
う
店
、
同
じ
型
の
家
ガ

狭
い
ひ
と
ま
だ
ぎ
の
道
路
を
は
さ
ん
で

き
ち
ん
と
し
だ
家
並
を
作
り
上
げ
て
い
つ
だ
。

い
つ
か
こ
の
町
は
田
町
と
名
づ
け
ら
れ
疋
。

人
々
は
田
を
耕
し
、
通
に
す
な
ど
り
し
て

く
ら
し
を
高
め
て
い
つ
だ
。

今
日
も
パ
タ
パ
タ
茶
を
立
て
る
音
ガ

の
ど
か
に
ど
こ
の
家
か
う
か
聞
こ
え

シ
ベ
と
も
付
ゆ
れ
ば
、
い
わ
し
を
焼
く
煙
ガ

k
所
中
に
ひ
ろ
ガ
り

人
々
は
そ
の
煙
の
中
で
親
近
を
深
め

つ
な
ガ
り
を
強
め
て
い
つ
だ
。

出
町
は
泊
町
の
生
粋
の
庶
民
の
町

舎
に
残
る
わ
ず
か
の
切
妻
の
家
並
に
も

江
田
の
泊
町
の
下
町
の
人
情
ガ
ひ
そ
ん
で
い
て

住
む
人
々
の
山
の
ぬ
く
も
り
が

ほ
の
ぼ
の
と
感
じ
ら
れ
る
n

1
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惜別
引
出
国
側
臼
町
成
人
パ
が
六
ろ

1
川
凶
日
成
人
の

日
に
勤
労
諮
問
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
新
成

入
者
1
6
4名
を
迎
え
、
キ
セ
ン
ド
凡
サ
ー
ビ

ス
で

厳
泌
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
は
消
燈
し
た
会
場
の
後
仁
川
か
ら
吠
人
必
代
以
の

男
女
2
人
に
よ
る
成
人
の
火
の
点
火
に
船
志
り
、
町

長
の
式
辞
、
町
畿
会
犠
長
の
例
府
、
そ
し
て
成
人
者

の
代
裂
が
答
辞
、
辿
A
H
背
年
間
民
の
激
酬
の
帥
川
、
教

背
委
国
長
の
灯
を
な
ぞ
ら
え
た
閉
式
の

M
に
よ
っ
て

式
典
を
終
え
ま
し
た
。

町民＞-1:,W

優

良

青

年

を

表

第

成

人

の

日

に

朝
日
町
で
は
、

l
川
口
川
山
凶
人
ぷ
の

町
上
、
れ
川
作
川
山
V
H
N
作小川
S
M
例
山
リ
l
〆
ー

と
し
て
店
勤
し
山
川
日
制
山
あ
っ
た
・州
人
や
地

以
活
動
に
幼
制
の
あ
ー
に
川
体
を
い
火
殺
し

ま
し
た
、
民

間

川

川

〈
山

附

〉

木
野
加
代
，
l

（山

附

」

川
げよ

m
．m
，y

（
入
山
手
山
什
〉

大
一
家
陀
舵
．
ト
ド
川
作
川

戸代
ム
ハ
小
川
純
十
）

ノ成
人
の
火
の
点
火

f叫
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収
入
役

教
育
長
に

住吉岡

義寛

氏氏

桜

室田

）
朝
日
町

議
会
臨
時
会
、

任
問
満
了
に
伴
う
収
入
役
、
教
育
委
員
の
阿
意
案
件
が

1
月
初
円
に
聞
か
れ
た

朝
日
町
臨
時
議
会
に
射
出
さ
れ
、
収
入
役
に
住
吉
寛
氏
、
教
育
委
叫
に
刈
桜
開
花

氏
が
そ
れ
ぞ
れ
版
安
ど
お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
2
M
lけ
に
聞
か
れ
た

胡
円
町
教
楕
円
安
員
会
で
凶
桜
喜
筏
氏
が
教
育
長
に

U
選
さ
れ
ま
し
た
。

I .. 
附

朝
日
町
収
入
役

住

吉

寛
（
臼
歳
）

十
〈
圧
凶
作
1
月
日
日
生

朝
日
町
卜
山
新
l
，
5
5
3耳借地

A 
略

経

γ県立
入
善
良
学
校
ぷ

朝
日
町
出
納
室
長

朝
日
町
税
務
諜
長

朝
日
町
建
設
謀
長

朝
H
町
総
あ
謀
長

朝
日
町
教
育
長

高

桜

喜

義

（
川
∞
歳
）

大
正

4
年
3
月
4
日
生

川
明
日
町
東
南
野
l
，
6
0
7番
地
の
1

歴
H
Y石
川
県
立
師
範
ザ
松
本
別
第
二
部一小

入
善
町
舟
見
小
学
校
長

朝
日
町
立
泊
小
学
校
長

生7い辻
きさ らF

2)] （~II 月 ）

建国記念日

型バレンタイ ン

ねはん会

火災予防運動

や よト

3月 （弥生）
1回全国緑化運動
3日ひな 祭
正l：の日

6日虫后誕生日
7 LI 消防記Zl:l
8日 国際婦人デー

今月の税金

同定資産税

（第4JQJ分）
税務課

11日
14日

15日

28日

日
年
新
し
い
胞
内
会
蹟
さ
ん

ー

皆
さ
ん
の
お
世
話
を
し
て
い
た
だ
く

区

長

・
町

内

会

長

さ

ん

で

す

け
H

長

〈
区

山

崎

・
犬
家
庄

南

保

－
五
箇
正

泊
一

区

泊
二
区

一
泊
三
区

笹

川

一
宍

崎

一
鳩
一

〈
区
長
会
役
員

一
会

長

一
副
会
長
〈
町
内
会
長
V

山

崎

町

一
羽

入

作

一
辻

お

崎

長

津

一
越

上

不

一
坊

小

野

ト
小

在

池

七

沢

一
花

房

牧
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一
山

崎

新

水

野

一
細
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辻

栄

一
山

王

小

沢

一
殿

町

大

升

一
湯
の
制

m……附

一

大
家
庄

一
大
家
庄
大
久
保
久
先

長

作

出

Jr

斗
人
片

悦
治

上
作
汀
山
ム
司
川

広
川
金
雌

臼
木
－
H
H
M

一

寺

崎

和

雄

山
白
川
似
品
川
似

小
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出
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死
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．
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三
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Hm川
均

丸

岡

氏

作

大
村

－
境

正
一
一
。

美

佐

光

平

居

波

宏

作

魚

津

銀

次

舘

昭

一

郎

草

栄

雄

二

。

友
行
捨
吉

佐平岩石稲西
野崎図 村島

文
雄
繁
松
知
勝

一
大

健
伍

南
部

正
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笹
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水
島
近
太
郎

水

島

清

三

水

島

要

水

島

巧

問
中

勉

水

島

盛

夫
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沢

栄

造

川
村
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行

水

島

春

一

前
川
間
三
郎

水
島

勝

阪
建

武
男
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裸
放
水
で
気
勢
を
あ
げ
る

H
H
消

防

団

恒

例

昭
和
白
年
の
朝
日
町
消
防
聞
出
初
式
は

1
月

6
目
、
新
消
防
庁
舎
前
に

6
分
団
が

集
合
務
列
、
装
備
点
検
な
ど
の
あ
と
、
荒

／＼ 

’l'f. 

点
は
ii望z・
列l

た
精

鋭

を＜シ

町誌の編さんに

協力'--

γf 

の

出

初

式

H
H

川
で
の
一
斉
放
水
ゃ
、
第
4
分
団
に
よ
る

勇
ま
し
い
傑
放
水
、
威
風
堂
々
の
分
列
行

進
を
終
え
閉
会
し
ま
し
た
。

な
お、

当
日
は、

優
良
団
員
、
無
火
災

表
彰
を
行
な
い
、
次
の
方
々
が
ま
惨
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

〈
団
長
表
彰
〉

ml分
間

団

u

m2分
問

。

第

3
分
間

hq

m
4分
間

。

第

5
分

間

。

卸

6
分

間

。

〈
団
長
功
績
章
〉

第

1
分

間

班

長

第

2
分

団

間

員

第

3
分
間

グ

第

4
分

団

脱

長

第

5
分

間

間

負

第

6
分
間

ρ

似尾吏中山谷

建山田山 悶「l

毒事繁 一誠

!IJ郎雄微義 一

渡石長谷藤水

辺島チ1: 田野

照三 宗絃収

夫 郎保一一作

？ミ

四回 ／＼ • 年
火間
災
讐表
沿 彫
μに ＼

?.fl;第第

6 3 l 

分分分

間問問

。；m1111rでは、郷．｜：の先．人j主の・＇＇.＇

＆，とを1111らカ、にし、郷 1：のよりiミいずE、

}j~Q） ／旨~~！とするfζめ1こ l ‘:VI 日IOJ ’.lJ の

lA1Jさんを始めるととになり、まず、町

ぷに・k~せる資料をmr内から収集を始め
ました。 ； 

ぶ 家に 「古い轡きつけj「松岡J「f制；
」または、 同制ご存知の川、役 ；

場までど述紛くだされれば、｛仰にま ；

いります。 ミ
また、お1/'iりした資料等はれi写して

すぐにお返しいたします。 ~ 

~ ぷ細については、役締総務謀までお ？

j気経に電話をしてください。 ； 
雪 3-1100（内） I 5 ~書 ミ
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1 〈

写
真
は
勇
ま
し
い
制
限
政
氷
〉

積
雪
期
の
火
災
予
防

む｝、、、、
ー""' 

ζ

の
時
期
に
火
災
が
発
生
し
ま
す
と
、

印刷
雪
の
た
め
消
防
車
の
迎
行
及
び
消
防
水

刺
の
確
保
に
支
闘
が
で
て
大
惨
事
に
な
る

恐
れ
が
多
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
町

内
の

一
斉
除
勺
放
ぴ
的
火
作
、
貯
水
附
川

聞
の
除
雪
を
行
な
っ
て
．
力
．
の
火
災
に
例

え
て
く
だ
さ
い
H

万
一
火
災
が
先
刊
し
た
と
き
は
、
火
山

を
出
し
て
家
紋
や
近
所
の
人
に
い
ち
叫
く

知
ら
せ
て
、

a

人
で
消
そ
う
と
し
た
り
、

逃
げ
出
し
た
り
し
な
い
で
紛
え
付
け
の

m

火
烈
等
で
消
火
に
あ
た
る
と
共
に

1
1
9

震
で
蕗
ち
つ
い
て
場
所

・
目
版
物

・
火
災

の
状
況
を
明
般
に
出
納
し
て
く
だ
さ
い
。

国

民

年

金

保
険
料
が
つ
く
る

み
ん
な
の
施
設

国
民
年
金
に
・
加
入
し
て
い
る
方
が
納
め

ら
れ
た
保
険
料
は
、

将
米
の
年
金
の
支
払

い
の
た
め
に
積
み
点
て
ら
れ
、
そ
の

一
部

が
み
な
さ
ん
の
身
近
な
福
祉
施
泣
の
挫
設

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
か
ら
の
門
付
を
受
げ
ら
れ
る

稲
枇
施
設
は
、
お
町
小
市
り
や
、
間
山
内
者
の

万
に
良
い
環
境
で
生
前
し
て
い
た
だ
く
た

め
に

W
用
居
室
の
附
改
築
ゃ
、

み
な
さ
ん

の
健
闘
酬
を
守
る
た
め
の
医
療

織

加

の

怒

側
、
保
養
と
健
雌
附
准
の
た
め
の
巨
人
制

祉
セ
ン
タ
ー
や
、
附
U
初
水
泊
、
保
内H
v州
、

公
民
館
の
挫
設
な
ど
で
す
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
れ
的
院
の

1w
w

動
用

X
線
装
躍
の
他
ロ
品
川
の
阪
鋭
機

総
」
が
、
積
什礼
金
の
融
資
で
他
点
、
附
入

さ
れ
て
い
ま
す
。

年
金
に
つ
い
て
の
芯
し
い
と
と
は
、
役

場
住
民
課
国
民
年
金
係
（
舎
3
H
1
1
0

0
内
線
却
〉
ま
た
は
仏
…
作
社
会
保
険
事
務

所
（
き

0
7
6
5
M
m
H
1
4
6
4
〉へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

前
年
に
納
め
た
保
険
料
は
、
山
・
作
の
昨

日
川
作
悼
の
所
ね
か
ら
八
h

削

λ
し
引
か
れ
ま

す
。ま
た
、
昨
年

7
Hか
ら
め
吃
っ
た
特
例

納
付
に
よ
っ
て
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
た

分
に
つ
い
て
も
川
政
に
所
得
か
ら
令
制
疋

し
引
か
れ
ま
す
。

所
得
税

・
町
県
民
税
の
巾
叫
ん
け
の
と
き
仁

忘
れ
ず
に
記
人
し

E
し
よ
う
H

(・1) 

〈
写ぃ
U
は
利
用
者
で
に
ざ
わ
う

話
人
制
社
七

ン
タ
l
〉

住
宅
公
庫
マ
イ
ホ
ー
ム

建
設
資
金
融
資
始
ま
る

ハ
例
人
住
・
℃
辿
北
町
金
V

。
中
込
受
付
期
間

間
利
U
A
作

1
対
泊
日

t
2月
訪
日

。
選
定
ド
刈
法

交
付
け
附
で
側
…
M
刑
法

。
倣W
H
似
皮
．判制

..t-: 1J' ;f( 
jむ jむ

1
1
 

3
6
0
2
λ
ド

。
折

JQI 
1111 ~＋~ 

。
和j

5
－

m
v
h
 

R
d
ak
－
－
内

1
3

勺
乙

4
A
r
L
F
d
y

円相
改
築
資
金
V

O
巾
込
受
付
期
間

間
利
u
m作
？
け
泊
日
ま
で

。
泌
川
広
打
刀
什
山

吃
川
円
聞
で
山間
一
川
必

。
叫畑
町
限
山
制

7
5
0．力
川

0 
.fil 

i
f
 

ι
J
・
町
I山

w
i

；＋： 

IQ t, 

以
内

o
h門前
則
川

－一・山叩込
交
付
怒
川

「
公
凶
業
，
M
刊
仙
明
敏
山
ー
と
火
ぶ
の

あ
る
ほ
匂
川
け
の
金
拙
路間
関
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J¢
…内
ト
比
池
山
市
、

．卜
山
、

一f
lト

等
に
ん
っ
て
悦
べ
f
J
G
Arh
山
川・
峨
巡
や

法
上
山
H
H
刈
げ
、

’R 2 8 2 i; ひさあ報.. I)~ 
脳，1132隼 8月S目…，13.，使・a珂

昭
和
日
年
度

朝
日
町
米
作
改
良

優
良
団
体
表
彰

近
年
、
米
が
過
剰
基
調
に
あ
る
な
か

で、

良
質
米
の
生
皮
は
米
の
約
貧
鉱
大
井
一

朝
問
淳
一
米
の
声
倒
を
高
め
る

1・
で
非
常
に

重
要
な
こ
え
で
あ
り
、
昭
和
日
年
度
米
の

生
震
対
純
一か
ら
み
て
M
W
J
見
な
成
舗
を
あ
げ

・
ω郷
剛
山
に
蛍
，
ー
が
あ
ふ

①
郷
附
ょ
に
管
則
す
べ
き
財
政
が
あ
る

等
の
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
そ
の
修

学
地
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
郷
盟
に
住
民
登
録
が
な

さ
れ
、
選
公
平
人
お
得
に
登
録
さ
れ
て
い
て

も
附
子
生
に
つ
い
て
は
、
欠
怖
が
山
に
該
均

し
投
票
が
で
き
広
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

h
q

せ
ザ
か
く
凶
日
明
し
よ
う
と
思
っ
て

き
た
の
に
：
・

J
i－－
；
：：・
0

グ
こ
う
し
た
と
と

が
な
い
た
め
に

あ
、
み
な
さ
ん
の

み
欽
等
で
学
生
の

ね
が
お
ら
れ
ま
し

た
ら
、
修
学
地
の

み
へ
住
民
票
を
移

さ
れ
る
よ
う
お
納

め
く
だ
ざ
い
。

な
お
符
細
に
つ

い
て
は
、
朝
日
町

選
第
管
理
委
員
会

（曾
3
H
1
1
0

0
、
内
線
店
醤
）

へ
お
問
い
あ
わ
せ

く
だ
さ
い
。

凶lらそ
長れ
炎た u
i，匂 抄く え
・~＇： 0) 

.t I 'I: 
ま )I（・
し編1
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L 主
るま
12 1 月：
21 ,. 
日 5

(1 

下
野
生
州
制
A川

（代ド火
u
h

佑
叫
閃
午
必
紹
介

（
代
れ
ハ
ぷ

I ) 

小
更
生
産
組
合

（
代
ド
火
作

川
棚
与
＝
一
吉
）

智正
リザ

鴨川治）

行
I I 

敏

1月26日
間
和
Mm年
1
月

m
H、
木
造
建
築
で
鍛
古
と
い
わ
れ
た
法

隆
寺
の
金
堂
が
火
災
に
あ
い
、

－R
湿
な
峻
固
な
ど
が
焼
失
し

ま
し
た
。

む
が
国
の
文
化
財
は
、
木
造
建
築
や
木
製
・

紙
製
の
工
去

品
が
多
く
、
ま
た
、
入
門
家
の
飴
築
地
に
あ
る
も
の
が
多
い
だ

め
、
常
に
火
災
に
よ
る
損
失
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
の
よ
う
な
貨
電
な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
り
、
二
度
と

法
隆
寺
の
よ
う
な
災
．
旧
を
く
り
返
さ
な
い
よ
う
に
と
、
昭
和

初
年
か
ら
こ
の
円
岳
山
中
心
に
文
化
財
の
防
火
運
動
を
胤
閣
し

て
い
ま
す
。

火
災
は
、
ち
よ

り
と
し
た
不
注
意
が
阪
悶
で
起
ζ

る
こ
と

が
な
今
い
の
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
さ
瓜
に
は
ど
注
意
を
l
l
J

、、、、、、、、、
‘ 、、、、、、、、、、、、、、
' 、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
ミド、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

一

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
r、
心、、、、、：ド
メ、、
ご、

H
Ft

J
U
おお、、。、
。、．
0

、、弘、・‘、芸誌や山、ま
cava

芯
e

・、示、
、、h
x
s
、、品お
おさOPAH
お宅、、
き－
Q
2
x
FJ
b

ミト、主日立ミミミ、、．

大
人
も
子
供
も

キ

i
教

室

ス

勺
の
中
で
体
ガ
を
必
い
、
正
し
い
メ
キ

l
マ
ナ
ー
や
筏
術
会
修
得
し
よ
う
と
、
こ

の
た
び
、
ジ
ュ
ニ

ア
ス
キ
ーマ許
hr
l
ル
、

ス
ポ
ー
ツ
教
家
ス
ル・

l
J
i
ス
が
そ
れ
ぞ

れ
新
潟
県
新
赤
約
ス
トγ
l
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
J人

準
備
運
動
は
入
念
に

~－ 一一← 角

関州＼~’輸
‘ー

－ 

~ 
I 

-． 
． 
妻、‘． 

ー

／楽しいみかんr：；ぃ；，

(G) 

朝
日
町
収
入
役

杉
田
清
作
氏
逝
去

別
i
川
収
入
川
N
U
防
日
山川
小ド
疋

a

E
l
u
l
；
i
t
1
l
i－
－
｝
 

2
月
8
U午
後
、
逝
去
ざ
れ
ま
し

J

’’
 

μ川
氏
は
、
即
診
が
か
」
粁
γ
．、
附

州
日
午
2
川
叩

H
に
明
日
川
収
入
役

に
刈
任
、
以
来
今
川
ま
で
川
峨
に
ふ

り
、
町
政
の
品
川
川
町
一
九
以
h
川
汚
れ
、
多

レ
へ
な
山
川
刊
制
を
列
さ
れ
宇
仇
し
た
け

，L
v
」
に
政
人
の
決
他
な
し
山
ぴ
、

沈
ん
で
ご

M
M
eお
削
り
山
中
し
上
げ

ま
寸
リ

唱

I
戸

O
噌

l
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町物価
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朝
日
町
で
は
毎
月
、
主
婆
食
棋
ロ
閣
の
価
絡
制
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
臼
年
4
月
か
ら
ロ
月
ま
で
の
集
計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の

で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
怠
績
の
信
一

ま
す
。小器
粉
は
、

日
月
に
M
w
h

〈対
4
月
比
〉
値
上
が
り
し
た
も
の
の
ロ

月
に
は
け
折
（
同
比
）
と
比
較
的
小
幅
な
値
上
が
り
、
安
定
し
た
価
格

と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
じ
て
主
食
商
品
類
の
価
絡
は
安
定
し
て
お
り
、

品
価
絡
の
安
定
に
巡
閲
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

（表
l
）
う
る
ち
米
、
も
ち
米
、
食
パ
ン
は、

4
月

か
ら
値
動
き
が
な
く
安
定
し
た
価
絡
を
維
持
し
て
い

ζ

れ
が
他
の
食
料

台、

L
一

（去
2
〉
牛
肉
、
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
値
動
き
が

面
哩
ず

E

ー

一
あ
り
ま
せ
ん
が
、
需
要
が
地
大
す
る
冬
期
の
価
絡
が

い
」

若
か
ん
懸
念
さ
れ
ま
す。

ま
た
、
豚
肉
、
バ

タ
ー
は

若
か
ん
の
値
動
き
が
あ
る
も
の
の
比
較
的
安
定
し
て
い
ま
す
。

牛
乳
は
、
8
月
に
口
官
（
対
4
月
比
〉

値
上
が
り
し
、
前
述
の
パ
タ

1
等
の
乳
製
品
へ
の
波
及
値
上
げ
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
の
と
こ

ろ
目
立
っ
た
値
上
が
り
が
な
く
、
主
要
た
ん
白
源
と
し
て
、
私
た
ち
消

費
者
に
と
っ
て
・
凶
報
と
い
え
ま
し
ょ
う。

り’つつ

ハ表
3
〉
と
ろ
ろ
ζ

ん
ぶ
、
乙
ん
に
ゃ
く
は
値
勘
き

が
あ
り
ま
せ
ん
が
干
の
り
は
、
需
要
の
噌
滅
が
著
し

い
せ
い
か
、
価
絡
に
若
か
ん
の
変
動
が
見
う
け
ら
れ

の

ま
す
。
と
う
ふ
は
、
口
月
現
在
で
口
折
（
対
4
月
比
）
、
油
あ
げ
川
折

（同

比
）
そ
れ
ぞ
れ
値
上
が
り
し
、
ζ

の
種
の
尚
品
群
と
し
て
は
顕
著
な
値

上
が
り
を
示
し
て
い
ま
す。

日

7
！
l
l
J

一1
u
uー一
〈
表
4
）
し
よ
う
油
、
み
そ
は
値
動
き
は
あ
り
ま
せ

一
鯛

味

料
一

一U
u
h

〉

U
U

一
ん
が
、
さ
と
う
は
9
月
に

Mr値
上
が
り
し
た
も
の

一
飲

物

の

留

一

白

「
l
il
l1
」

の
、
日
月
に
は
、

4
月
航
に
民
り
、

ζ

れ
も
ま
た
平

認
な
値
動
き
を
．
不
し
て
い
ま
す
。

食
用
油
は
、
ロ
月
現
在
で
パ

Y
（対
4
月
比
）
値
下
が
り
し
、
食
用

油
を
使
用
す
る
総
理
が
多
く
な
っ
た
昨
今
、
家
庭
の
主
婦
に
と
っ
て
は

大
助
か
り
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

せ
ん
茶
、
紅
茶
も
ほ
と
ん
ど
値
動
き
が
ゐ
り
ま
せ
ん
。

朝
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成
人
病
予
防
に

町 f4s.年 2Jll00
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健
康
体
操
を
ふ
・

第 282号

M
l
H
l
ご
‘
リ
伸
ば
し
て
、

1
年
で
若

返
り
H

1

生
命
の
貯
治
．
と
則
す
る
鍵
山
城

体
倣
径
昨
年
の
け
川
よ
り

航
げ

て
い
ま

す
。
参
加
必
は
い
つ
も
山
名
山
後
で
、
柑
岨

康
体
般
に
・汁
ぞ
縦
L
て
い
ま
す
。

診
加
者

一
人
ひ
と
り
が
れ
淀
川
に
参
加
し
て
い
る

だ
け
に
、
い
つ
ら
川
じ
刷
ぶ
れ
の
よ
う
で

す
。M
Nに
よ
り
3
け
ま
でい
帆
け
る
こ
と
に

な
り
山
よ
し
た
の
で
こ
れ
山
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。0
2
Mm
H
 

O

3
月
7
日
－
n
H

－

O
Kl山
9
時
拘
分

t
n時
初
分

催

。
州
Mm
セ
ン
グ

1

。
女
性
の
じ
刈

開

ハい
丙
附
け
は
裂
の
体
尚
、
山
き
ょ
う
術

く

組
み
体
民
間
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愛の献血

協力者芳名 ー12月実鎗分一

今日の献血が

あすのあなたを

保 障 す る

境
地
区

深
沢

一
男
、
水
鳥
和
・
彦
、
伊
厳

ま
る
英
、
中
川
島
脂
肪
広
、
末
上
真
澄

宮
崎
地
区

大
浜
ハ
W
ィ
、
水
尚
美
紀
子

宮
内
和
彦

笹
川
地
区

勝
間
夕
美
、
折
谷
香
、

勝
国

間
て
折
谷
形
子
、
長
井
容
H

泊
一
区

萩
原
総
司
、
長
弁
康
治
、
繍
山

義
高
、
松
井
え
つ
子
、
局
総
隆
則
、
土
居

勝
彦
、
野
・
劫
央
総
子
、
背
木
清

一

泊
二
区

伊川勝
友町入
、
山
間
明
祭
、
新
保

登
志
雄
、
ル
悦
波
附
子
、
ヴ
田
正
美
、
伊
甜
勝

美
雪
、
河
村
正
人
、
舟
川

一
俊
、
柚
木
正

則
、
岡
本
政
彦
、
水
島
紀
子

治
＝
一
区

平
沢

一
一
階
、
．
白
島
以
、
大
和
労

駁
衆
議
日
、

吉
江
勝
広
、
藤
間
敏
子
、
泊

介
冨
倍
、
刷
凶
山
同
利
子
、
訳
出
敏
子
、
純

作
広
英
、

刷

一
容
子
、
刷

一
清
、
平
野
清

彦
、
古
川
山
七
、
子
、

森
英

一
郎
、
来
上
茂

葉
、
斉
藤
俊
鋭
、
大
和
一
雄
、
松
原
茂
美

尾
山
政
久
、
神
子
沢
正
、
援
団
恭
子
、
布

団
備
浮

一

五
箇
産
地
区

山
川
匂
ひ
と
み
、
南
茂
妙
子

併
以
紀
代
乃
、
説
山
文
夫
、
吉
田
徳
子
、

河
村
山
也
子
、
山
手
消
和
、
高
島
悦
秀
、
山

手
仙
晴
夫
、
谷
ソ
ミ
子
、

浜
川
つ
じ
、
浜
図

作
品
英
子
、
数
家
た
み
子、

永
井
郷
隆
、
河

村
光
夫
、
浜
田
治
美

南
保
地
区

谷
川
俊
郎
、
殿
村
誠
司
、
北

山
丸
子

山
組
問
地
区

市
川
似
笑
子
、

大
知
勝
山
、
長

津
信
行
、
小
山
み
わ
子
、
小
山
金
三
、
進

沢
進
、
秋
山
秀
樹
、
上
村
寛
美
、
久
我
口

寓
夫
、
仙
名
和
彦
、
安
達
忠
直
、
永
口
了

犬
家
庄
地
区

上
杉
正
鋭
、
森
野
京
子
、

藤
介
久
義、

山
崎
勝
鋭
、

広
沢
み
さ
・
藤

田
辺
乃
、
沢
氷
川
町
、
援
本
尖
子
、
稲
寝
利

幸
、
出
水
隆
夫
、
山
雌
汚
炎
、
大
細
欽
平

東

賀

美

子

以

上

回

名

身
障
者
職
業
訓
練
生
募
集

日
石
川
身
体
抽
剛
容
者
量
破
集
訓
練
絞
日

〔応
擁
資
絡
〕

ト
議
務
教
育
を
修

f
、
ま
た
は
こ
れ
と
同

等
以
上
の
学
刈
を
利
す
る
と
認
め
ら
れ

る
身
体
障
害
者
で
、
現
在
、
障
害
の
症

状
が
回
定
し
て
お
り
資
生
活

・
集
団
生

活
が
可
能
な
行

Z
金
百

・
伝
染
病

・
精
神
陣
容

・
て
ん
か

ん
性
症
状
の
な
い
者

－
志
操
堅
固
で
修
業
の
意
志
が
強
固
で
あ

る
者
〔応
募
の
手
続
き
リ

年
間
随
時
受
付
ま
す
。
締
切
3
月
幻
自

門特
典
〕

授
業
料
は
無
料
、
公
共
駿
業
安
定
所
の

指
示
で
入
校
し
た
人
は
、
在
校
中
、
雇

用
保
険
の
継
続
支
給
や
、
訓
練
手
当

〈月
額
b
万
5
ヰ
川
t
7万
円
）
の
支

給
を
受
け
な
が
ら
技
能
の
修
得
が
で
き

ま
す
。
な
お
、
応
募
資
wm等
詳
細
に
つ
い
て
は

国
立
石
川
身
体
障
答
者
訓
練
校
（
雪
0
7

6
2
H柑
H
2
2
3
5）
へ
お
問
い
あ
わ

せ
く
だ
さ
い
。

流
川
か
ら
上
町
の
小
〈
門
氏
宅
ま
で
の
間

一

の
町
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

～

町
は
大
き
く
分
け
て
町
並
と
辺
町
で

一

な
っ
て
お
り

…

一
、
町
並
の
家
数

1
6
4粁

一

（内）

印
軒

目
舵

nwuド
ド
E

バ
川
時
2
M
同

日

《
日
市
中

・H
Z品目

，

4
粁

寺
御
幼
組
中

日

1
軒

医

師

一

一
、
災
町
の
家
数

1
3
7粁

一

〈
内
）
印
粁
漁
師
及
一同
銀

、

2
粁

山

伏

1
軒

医

師

3
粁

ど

ぜ

合
計
3
0
1制
で
あ
っ
た
。

米
紙
の
写
真
は
、
出
時
袈
町
と
記
録

さ
れ
て
い
る
現
符
の

一一一
浦
町

〈
旧
出

町
）
通
り
で
あ
る
。

，

苫
は
、
現
収
の
よ
う
な
道
の
ほ
か
に

い

小
一一一
浦
町
の
海
側
に
も
う
1
本
の
通
り

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
区
創
刊
さ
れ
た
三
間

…

闘
の
用
地
に
切
妻
妥
入
り
の
猿
が
猪
然

一

と
建
ち
並
ん
で
い
た
。

家
は
、
仮
泣
石
闇
路
似
、
部
座
の
附

た
て

ま
え
ず
み
に
わ

取
り
は
制
服
屋
の
た
め
、
前
陥
庭
型
式
の

申
し
合
わ
せ
た
よ
う
な
作
り
で
あ
る
。

そ
の
板
此
の
間
限
似
も
現
在
は
瓦
茸
と

な
り
、
サ

ッ
シ
戸
が
は
め
ら
れ
次
第
に

近
代
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
品
目
の

お
も
か
げ
が
所
々
賊
さ
れ
て
い
る
町
並

で
あ
る
。

り

〈
＆
フ
月
の
表
紙
〉

今
を
去
る
乙
と
2
6
0作
午
前
江
川
川

代
の
享
保
2
作
（
i
，
7
1
7年）

9

月
包
目
、
官
同
波
の
た
め
泊
町
全
2
7
8

戸
が
流
出
し
惨
状
を
極
め
た。

ζ
の
時
の
泊
町
は
川
崎
伐
の
開
場
所
で
は

な
く
、
元
服
敷
泌
川
岸
の
「
和
倉
」
と
い

う
通
称
、

一
の
れ
、
二
の
科
、

三
の
れ

の
あ
る
附
近
か
ら
笹
川
岸
に
あ
っ
た
。

そ
の
先
、
宮
崎
城
の
水
島
民
附
と
い

う
減
士
が
和
合
に
降
り
て
漁
業
を
始
め

た
が
銭
昼
、
秋
山
昼
、
荒
弁
Mm等
が
来
て

9
一ρ
に
な
り
双
山
川
〈
l
，
6
5
2t
l

，
6
5
5年
〉
凶
に

n一戸
と
な
り
、
後
に

笹
川
岸
に
移
り
住
ん
で
2
7
8一戸
と
泊

町
は
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
い

っ
た。

と
ζ
ろ
が
、
皮
重
な
る
尚
波
の
彼
告

と
と
の
度
の
大
被
似
門
（
一下
保
2
年
の
刊

波
）
で
安
全
な
場
所
へ
の
移
住
が
余
儀

な
く
さ
れ
た
泊
町
は
、
時
の
加
賀
諸
問

主
、
前
回
松
山
公
の
命
で
一
下
保
3
山中荒

川
、
沼
保
の
川
地
の
分
前
引
で
陪
敷
径
が

始
ま
っ
た
。

泊
小
学
校
ム
ベ
淑
に

つ
乙
ζ
ぞ
よ
け
れ

と
松
山
芸
公
、
川
市
J

が
Mm先
住
ま
せ
け
り

：・
」
は
ζ

の
時
の
こ
と
を
い

っ
て
い

る
。ma般
醤
で
出
米
た
新
泊
町
は
、
出
m
．内

の
長
さ
3
5
4
川
（
約
6
3
7
H
C
、

新
花
陸
街
道
が
そ
の
巾
を
通
り
、
道
を

は
さ
ん
で
両
側
に
各
日
間
（
約
2
9

wむ
の
帽
の
宅
地
が
出
来
た
H

す
な
わ
ち
、

同情
川
町
と
一卜
町
演
の
木

…米
紙
の
写
真

束
三
浦
町
通
り
の
家
救

(7) 
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日
本
を
飯
野
す
る
同
会
議
員

た

ち

ら

か

ら

が

も

ん

太

と

大

い

の

し

し

青
谷
和
久
で
ん
ち
ゃ
ん
の
ホ
ロ
馬
車
い
ば
る
な
恐

情

事

森

瑞

子

奄

ぼ

く

の

孫

は

は

は

の

は

な

し

か

わ

花
々
と
星

々

と

犬

養

道

子

ウ

l
フ
は
な
ん
に
も
な
れ
な
い
か
ノ
ン

円
高
の
陰
謀

和

久

峻
三
タ
ン
お
ね
し
ょ
で
し
ょ
ん
た
ぬ
き
の
イ

一
般
国
・

風

子

平

岩

弓

絞

ソ

ッ

プ

ク
ジ
ラ

ウ
ア
フ
ア

ッ
ハ
ハ

在
東
先
生
の
教
官円減

wm

鹿
市
爪
義
教
お
と
こ
の
秘
阿

6

波
波
正
太
郎

・
図
－

mに
あ
る
主
な
維
持
跨

続
夫
と
妻
の
た
め
の
老
年
学

水

野

議

天

井

知

ら

ず

藤

本

義

一

中

山

〈

公

論

文

芸

谷

秋

実

業

の

日

本

ス
キ
l
用
具
の
手
入
れ
と
保
存
方
法

も
う
頬
づ
え
は
つ

か

な

い

見

延

典

子

ニ

ュ

l
ハ

ウ

ス

蛍
m
適
時
代
週
間
朝
日

土
方
あ
き
ら

閣

に
潜
み
し
は
誰

ぞ

一

山

村

寿

行

婦

人

公

論

婦

人

ク

ラ

ブ

主

婦

の

友

俳
句
歳
時
記

冬

講

談

社

ナ
イ
ル
に
死
す
ア
ガ
サ
ク
リ
ス
テ
ィ

i

家
庭
樹
朗
報

ミ
セ

ス

ノ

ン

ノ

詳

し

の

す
し
の
話

篠
関

統

A
B
C殺
人
事
件
オ
リ
エ
ン
ト
急
行
の
手
帳
子
供
の
斜
学
プ
チ
セ
ブ
ン
兆

か

ぎ

り

緒

結

び

凶

垣

林
弘

殺

人

七

つ

の

，タ
イ
ヤ
ル

情
婦

ス

夕

日

I
4
新
聞
朝
日
新
聞

歯
で
き
ま
る
丈
火
な
子
川
崎
陽
子
イ
ル
ズ
荘
の
修
事
件
茶
色
の
服
を
諸
た

・
図
・
返
却
の
お
願
い

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
と
モ
一ノ

手

芸

主
婦

の

友

関

（

創

元

推

理

文

印

〉

仙

り

た

本

は

返

し

ま

し

ょ

う

大
官
問
輝
美
の
お
人
形

雄

鶏

社

児

賞

．

阿
世
田
館
の
本
は
み
ん
な
の
本
で
す

花
の
テ
l
プ
戸
セ
ン
タ
ー
と
ド
イ
リ
ー
な
か
よ
し
お
り
が
み
や
さ
し
い
お
り
が

O
み
ん
な
の
図
替
館
で
す
。
気
軽
に
ど
利

日
本
ゲ
オ
l
グ
社

嗣

み

版

薗

あ

そ

び

地

球

海

主
さ
ま
用
く
だ
さ
い
。
維
で
も
無
料
で
1
人

2
冊

私
を
変
え
た
聖
替
の
言
集

曽
野

綾

子

プ

ル

プ

戸

も

ぐ

ら

と

ず

ぽ

ん

か

ら

か

1
週
間
借
り
ら
れ
ま
す
。

やまさ
芯
会
ミ
ト
ミ
芸
奇
き
室
、、
お
も
芯
苦
言
、
宅
、
5
E
S
Q毛
主
苦
手
主
主
主
主
主
、
ヌ
ミ
ミ
ミ
公
会
式
宅
、
お
さ
ミ
ト
を
お
や
5
G
Qぶ
宅
、
お
宅
、
父
ミ
C
Q式
会
主
き
お
ぶ
主
ぐ
王
室
ssxes苦
言
、
ド
ミ
主
主
ド
ミ
誌
、
ミ
ミ
お
き
お
ミ
ミ
苔
宅
、
、
父
、
、
お
宅
、
会
主
主
芯
主
主
主
も
求
、
お
ミ
ヌ
ミ
託
、
Y

辻

岩

崎

赤

川

幸

夫

長

男

祭

辻
岩
崎
名
古
屋
－
M
夫
純

一

孝
宏

新
着
図
書
案
内

H
朝
日
町
立
中
央
図
・
餓
H

長
女

i)j 

潟大小七
瀬 ;11：沢沢

長
男

山

王

二
男

へ岡
和
U
J
年
1
月
山
日
現
在
）

殿井
の
口 町

は文
陣必I

二
女

お
す
こ
や
か
に

二
男

（
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
）

箆

古口
問

長
女

f倒

回

宮

崎

温
泉
町

w.亮

お
し
あ
わ
せ
に

長長 二
女次・ :9}

水
島

長

北
川

太
刀
上
限
美
紀
夫
明
史
光秀
雄 i覧 J心

千

a吉.. 

子

中

町

陽

0 
境廃

J

、、

．E
E

’

’EEd

U

H
μ

H

h

 

広

川

順

子

数

門

家

敏

道

三

美
智
子

長
女

脱

美

中

町

一
一女

さ
と
み

町

寺上
崎 野

正

太

上東
草
野

O
月

山
・
福
山
市

~－－~ 

二
男

桜

長
関

大

jl~ 広

1k出
正慎

子 nil

PIT 

?ij 
地

)(• 
f.i" ni; 

O前
早

野

小
矢
部
市

呉

I~ 

長
以；

州
地
ゲ
氏

杉
本

洋党｜$貨 政俊

動1

O
細魚

津

市

芋官

野

下

立

信

下
立
み
よ
子

子

お
く
や
み

宏樹番

O
上
積
尾

O
荒
川
一

O
車

野

O
間
平
野

O
小
在
池

O
辻
岩
崎

O
山
崎
新

C
細

野

O
弁
の
口

O
金

藤

井

鶴

松

東

恒

作

広

幡

や

商

船

和

吉

赤

川

イ
ト
子

河

端

フ

七
沢
毎
枝
子

佐

藤

与

三

吉

坂

口

山

菊

松

清

水

つ

(8) 

死

亡）99 
歳
70 
歳

よ

86 
議
57 
歳
49 
歳

ナ

62 
歳
57 
歳
64 
歳
69 
歳

よ

90 
歳
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ス
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成
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信

m
叩
図
町
民
バ
ス
ケ
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ト
ボ
ー
ル
大
会

＼

1
月
幻
自

へ
日
）
／

／
総

合

体

育

館

＼

明
子

l
m

縦

勝

融
市
仙
川
勝

川

H
f
2
m
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向
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附
小
川
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附
w
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喰
H
川

V－
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、
r
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s
h

f

J！
4
4

け
川

談

｜時 2月第2火雌E.I
午前10時～午後3U:j: 

樋 所朝日町福祉センター

相談筒川上腐ー（宮：3-QQ50)

相政〈行

日

ュ；、

税務課からの
おしらせ

.ftl 談 ~ d、 場
2月 22日（氷J 山崎 11~ 央農協山崎支所23日（金） I 

2門26Fi (J)) I I判似 I ~I 8‘J』Lと農協同保支所
？月 2711 （火） I t#, :1: 央 1政I:;!I協／，I，嶋併川文文所所l彼 Jll 
2月28l:I （！）~） ’ 符 附 i匂｜』附舵れIi 漁協

全tr千羽人 －~ 農協谷Ill・Jn.i町
3 JJ 1臼（-K> 

Li. 凶庄 •l •!k; 農協 μ 悶庄支所2 Iヨ（金）
3 J=.I 5臼（月）
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宅宗議訟の保健？？（決められた日時に受けられない方は）最寄りの会場で受けてください． ／ 
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